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補
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募
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会
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警
備
業
法
第
二
十
二
条
第
二
項
第
一
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規
定
す
る
警
備
員
指
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教
育
責
任
者
講
習

の
実
施 
三

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
千
八
十
四
号

　

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
六
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
三
十
年
度
地
籍
調

査
事
業
計
画
を
次
の
と
お
り
変
更
し
た
。

　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

調
査
を
行
う
者
の
名
称

　
　

大
崎
市

二　

調
査
地
域

変
更
前

古
川
清
滝
字
新
町
田
等
七
単
位
区
域

古
川
清
滝
字
山
崎
等
二
単
位
区
域

古
川
斎
下
字
寺
前
等
七
単
位
区
域

古
川
富
長
字
新
北
田
等
八
十
一
単
位
区
域
（
数
値
情
報
化
）

変
更
後

古
川
清
滝
字
新
町
田
等
七
単
位
区
域

古
川
清
滝
字
山
崎
等
二
単
位
区
域

古
川
斎
下
字
寺
前
等
七
単
位
区
域

古
川
富
長
字
新
北
田
等
百
一
単
位
区
域
（
数
値
情
報
化
）

古
川
清
滝
字
沼
田
頭
等
二
単
位
区
域

古
川
斎
下
字
切
替
等
十
単
位
区
域

三　

調
査
期
間

　
　

地
籍
調
査
費
負
担
金
交
付
決
定
の
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
千
八
十
五
号

　

青
少
年
健
全
育
成
条
例
（
昭
和
三
十
五
年
宮
城
県
条
例
第
十
三
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
も
の

を
青
少
年
に
有
害
な
図
書
類
と
し
て
指
定
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
図
書
類

番
号

種　
　

類

図　
　

書　
　

類　
　

の　
　

名　
　

称

発　
　

行　
　

所

一二三四五六七

雑

誌

雑

誌

雑

誌

雑

誌

雑

誌

雑

誌

雑

誌

ま
ん
が
こ
れ
が
現
実
貧
し
い
日
本　

居
場
所
が
、
な
い

　

５
３
４
５
５－

５
４

恋
愛
白
書
パ
ス
テ
ル　

１　

２
０
１
９
Ｊ
Ａ
Ｎ
．

　

１
９
６
２
５－

０
１

Ｙ
ｏ
ｕ
ｎ
ｇ　

Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ　

Ｃ
ｏ
ｍ
ｉ
ｃ　
ａ
ｙ
ａ　

１
２
月
号

　

１
８
８
１
５－

１
２

Ｂ
Ｏ
Ｙ
’
Ｓ
ピ
ア
ス　

０
１　

２
０
１
９

　

０
８
１
８
５－

０
１

Ｂ
Ｏ
Ｙ
’
Ｓ
ピ
ア
ス　

禁
断　

２
０
１
８　

１
１

　

１
８
０
６
７－

１
１

実
話
Ｂ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
Ａ
タ
ブ
ー　

１
月
号　

２
０
１
９

　

０
５
３
７
５－

０
１

Ｅ
Ｘ
Ｍ
Ａ
Ｘ
！　

２
０
１
９　

１
月
号

　

０
２
０
９
１－

１

株
式
会
社
コ
ア
マ
ガ
ジ
ン

宙
お
お
ぞ
ら
出
版

宙
お
お
ぞ
ら
出
版

ジ
ュ
ネ
ッ
ト
株
式
会
社

ジ
ュ
ネ
ッ
ト
株
式
会
社

株
式
会
社
コ
ア
マ
ガ
ジ
ン

株
式
会
社
ぶ
ん
か
社
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宮 城 県
（総務部県政情報・文書課）
宮城県仙台市青葉区
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（毎週火，金曜日発行）
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八九十

雑

誌

雑

誌

雑

誌

昭
和
ニ
ッ
ポ
ン
不
思
議
な
怪
事
件　
ｖ
ｏ
ｌ
．
２

　

２
０
３
２
８－

１
２
／
１
９

週
刊
実
話
ザ
・
タ
ブ
ー　

週
刊
実
話
増
刊　

１
月
１
２

日
号

　

２
０
３
２
７－

１
／
１
２

臨
増
ナ
ッ
ク
ル
ズ
Ｄ
Ｘ　
ｖ
ｏ
ｌ
．
１
４

　

６
８
５
２
０－

５
２

株
式
会
社
日
本
ジ
ャ
ー
ナ

ル
出
版

株
式
会
社
日
本
ジ
ャ
ー
ナ

ル
出
版

ミ
リ
オ
ン
出
版
株
式
会
社

二　

指
定
理
由

　

 　

図
書
類
の
内
容
が
一
か
ら
七
の
図
書
類
に
あ
っ
て
は
、
著
し
く
性
的
感
情
を
刺
激
し
、
八
の
図
書
類
に
あ
っ
て
は
、

甚
だ
し
く
残
忍
性
を
有
し
、
か
つ
著
し
く
犯
罪
を
誘
発
し
、
九
の
図
書
類
に
あ
っ
て
は
、
著
し
く
性
的
感
情
を
刺
激

し
、
か
つ
甚
だ
し
く
残
忍
性
を
有
し
、
十
の
図
書
類
に
あ
っ
て
は
著
し
く
性
的
感
情
を
刺
激
し
、
か
つ
甚
だ
し
く
残

忍
性
を
有
し
、
か
つ
著
し
く
犯
罪
を
誘
発
す
る
た
め
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
阻
害
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
千
八
十
六
号

　

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険
法
（
平
成

九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
か
ら
次
の
と
お
り
指
定
を
辞

退
す
る
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

介
護
保
険
事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

事
業
者
の
名
称

廃
止
年
月
日

〇
四
一
〇
八
一
〇
〇
七
一

医
療
法
人
金
上
仁
友
会
金
上
病

院角
田
市
角
田
字
田
町
百
二
十
三

番
地

医
療
法
人
金
上
仁
友
会

平
成
三
十
年

三
月
三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
千
八
十
七
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

本
吉
郡
南
三
陸
町
戸
倉
字
長
須
賀
九
の
一
、
五
二
の
一

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

潮
害
の
防
備

三　

解
除
の
理
由

　
　

指
定
理
由
の
消
滅

〇
宮
城
県
告
示
第
千
八
十
八
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を

す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

　
　

登
米
市
津
山
町
横
山
字
大
萱
沢
一
二
九
の
四
〇

二　

指
定
の
目
的

　
　

水
源
の
涵か

ん

養

三　

指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

　
　

㈡ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈢　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
）
及
び
登
米
市
役
所

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
千
八
十
九
号

　

都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
市
街
地
再
開
発
組
合
の

設
立
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

組
合
の
名
称

　
　

古
川
七
日
町
西
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合

二　

事
業
施
行
期
間
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平
成
三
十
年
十
二
月
十
四
日
か
ら
平
成
三
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三　

施
行
地
区

　

 　

大
崎
市
古
川
七
日
町
十
七
番
一
、
十
七
番
二
、
十
七
番
三
、
十
七
番
四
、
十
七
番
五
、
十
七
番
六
、
十
七
番
七
、

十
七
番
八
、
十
七
番
十
二
、
十
七
番
十
三
、
十
七
番
十
四
、
十
七
番
十
五
の
一
部
、
十
七
番
十
六
、
十
八
番
一
、
十

八
番
三
、
十
八
番
四
、
十
九
番
、
二
十
番
一
、
二
十
一
番
、
二
十
二
番
一
、
二
十
二
番
二
、
二
十
四
番
一
、
九
十
七

番
二
の
一
部
、
百
番
二
、
百
番
四
、
百
一
番
、
百
二
番
、
百
三
番
、
百
三
番
二
の
一
部
、
百
三
番
地
先
（
旧
水
路
）、

百
四
番
二
、
百
四
番
三
、
百
五
番
、
百
五
番
一
、
百
五
番
二
、
百
五
番
五
、
百
六
番
、
百
七
番
、
百
八
番
、
百
九
番
、

三
・
五
・
十
二
並
柳
福
浦
線
の
一
部
、
三
・
四
・
三
古
川
中
央
線
の
一
部
、
大
崎
市
古
川
川
端
百
七
番
一
の
一
部
、

市
道
川
端
北
線
の
一
部

四　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

大
崎
市
古
川
七
日
町
八
番
三
十
九
号

五　

設
立
認
可
の
年
月
日

　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
十
日

六　

事
業
年
度

　
　

毎
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

七　

公
告
の
方
法

　
　

組
合
事
務
所
の
掲
示
場
に
掲
示
し
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
官
報
に
掲
載
し
て
行
う
。

八　

権
利
変
換
を
希
望
し
な
い
旨
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
限

　
　

平
成
三
十
一
年
一
月
十
二
日

〇
宮
城
県
告
示
第
千
九
十
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
仙
台
市
大
倉
川
土
地

改
良
区
役
員
の
退
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
十
四
日

 

宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

山　
　

本　
　

雅　
　

伸　
　
　

　

退
任
し
た
者

退
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日

佐

藤

長

市

仙
台
市
青
葉
区
芋
沢
字
宅
地
五
十
七
番
地

理

事

〇
宮
城
県
告
示
第
千
九
十
一
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
江
合
川
沿
岸
土
地
改

良
区
役
員
の
退
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
十
四
日

 

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

川　
　

名　
　

一　
　

彦　
　
　

　

退
任
し
た
者

退
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
三
日

佐　

藤　

正　

名

大
崎
市
古
川
小
野
字
朽
木
橋
六
十
五
番
地

理

事

公

告

〇
自
衛
隊
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
九
号
）
第
百
十
四
条
、
第
百
十
七
条
第
一
項
及
び
第
百
十
八
条

の
規
定
に
よ
り
、
陸
上
自
衛
隊
、
海
上
自
衛
隊
及
び
航
空
自
衛
隊
の
自
衛
官
候
補
生
と
し
て
採
用
す
る
隊
員
の
募
集
期

間
、
試
験
期
日
、
試
験
場
の
位
置
及
び
名
称
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。

　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

募
集
種
目

　
　

自
衛
官
候
補
生

二　

募
集
期
間

　
　

平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
二
日
（
金
）
ま
で

三　

試
験
期
日

　

 　

平
成
三
十
一
年
二
月
九
日
（
土
）、
同
月
十
日
（
日
）、
同
年
三
月
二
日
（
土
）、
同
月
三
日
（
日
）
の
う
ち
い
ず

れ
か
一
日

四　

試
験
種
目

　
　

筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、
社
会
及
び
作
文
）、
口
述
試
験
、
適
性
検
査
及
び
身
体
検
査

五　

試
験
場
の
位
置
及
び
名
称

　
　

受
験
案
内
に
よ
り
通
知
す
る
。

公
安
委
員
会

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
告
示
第
175号



第3018号　平成30年12月14日　金曜日 （4）宮　　城　　県　　公　　報
　
警
備
業
法
（
昭
和
47年
法
律
第
117号

。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
22条
第
２
項
第
１
号
に
規
定
す
る
警
備
員
指
導

教
育
責
任
者
講
習
（
以
下
「
講
習
」
と
い
う
。）
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

　
　
平
成
30年
12月
14日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
山
口
　
哲
男
　
　

１
　
講
習
に
係
る
警
備
業
務
の
区
分
及
び
実
施
期
日

　
⑴
　
警
備
業
務
の
区
分

　
　
　
法
第
２
条
第
１
項
第
３
号
に
規
定
す
る
警
備
業
務
（
以
下
「
３
号
警
備
業
務
」
と
い
う
。）

　
　
　
法
第
２
条
第
１
項
第
４
号
に
規
定
す
る
警
備
業
務
（
以
下
「
４
号
警
備
業
務
」
と
い
う
。）

　
⑵
　
実
施
期
間

　
　
　
平
成
31年
１
月
30日
（
水
）
か
ら
２
月
８
日
（
金
）
ま
で
の
土
、
日
曜
日
を
除
く
８
日
間

実
施
日

講
習
区
分

30日
（
水
）
31日
（
木
）
１
日

（
金
）
４
日

（
月
）
５
日

（
火
）
６
日

（
水
）
７
日

（
木
）
８
日

（
金
）

計

新
規
取
得
講
習

３
号

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
７
日
間

４
号

〇
〇

〇
〇

〇
〇

６
日
間

追
加
取
得
講
習

３
号

〇
〇

〇
３
日
間

４
号

〇
〇

２
日
間

　
※
　
〇
は
講
習
実
施
日

　
⑶
　
講
習
時
間

　
　
ア
　
新
規
取
得
講
習
（
３
号
警
備
業
務
）

　
　
　
 　
１
月
30日
か
ら
２
月
５
日
ま
で
の
５
日
間
は
午
前
９
時
30分
か
ら
午
後
４
時
50分
ま
で
、
７
日
は
午
前
９
時

30分
か
ら
午
後
０
時
20分
ま
で
と
し
、
８
日
は
午
前
９
時
20分
か
ら
修
了
考
査
を
実
施
す
る
。

　
　
イ
　
新
規
取
得
講
習
（
４
号
警
備
業
務
）

　
　
　
 　
１
月
30日
か
ら
２
月
１
日
及
び
６
日
の
４
日
間
は
午
前
９
時
30分
か
ら
午
後
４
時
50分
ま
で
、
７
日
は
午
前

９
時
30分
か
ら
午
後
３
時
50分
ま
で
と
し
、
８
日
は
午
前
９
時
20分
か
ら
修
了
考
査
を
実
施
す
る
。

　
　
ウ
　
追
加
取
得
講
習
（
３
号
警
備
業
務
）

　
　
　
 　
２
月
４
日
及
び
５
日
の
２
日
間
は
午
前
９
時
30分
か
ら
午
後
４
時
50分
ま
で
、
７
日
は
午
後
４
時
か
ら
修
了

考
査
を
実
施
す
る
。

　
　
エ
　
追
加
取
得
講
習
（
４
号
警
備
業
務
）

　
　
　
 　
２
月
６
日
は
午
前
９
時
30分
か
ら
午
後
４
時
50分
ま
で
、７
日
は
午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
50分
ま
で
と
し
、

午
後
４
時
か
ら
修
了
考
査
を
実
施
す
る
。

２
　
実
施
場
所

　
　
仙
台
市
泉
区
天
神
沢
１
丁
目
４
番
11号

　
　
一
般
社
団
法
人
宮
城
県
警
備
業
協
会

３
　
受
付
人
員

　
 　
３
号
警
備
業
務
新
規
取
得
講
習
及
び
追
加
取
得
講
習
、
４
号
警
備
業
務
新
規
取
得
講
習
及
び
追
加
取
得
講
習
あ
わ

せ
て
40人
程
度

４
　
受
講
対
象
者

　
⑴
　
新
規
取
得
講
習

　
　
　
受
講
対
象
者
は
、
受
講
申
請
受
付
日
に
お
い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

　
　
ア
 　
最
近
５
年
間
に
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警
備
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
通
算
し
て
３
年
以
上
で
あ
る

者

　
　
イ
 　
警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
17年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
20号
。
以
下
「
検
定
規
則
」
と

い
う
。）第

４
条
に
規
定
す
る
１
級
の
検
定（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下「
１
級
検
定
」

と
い
う
。）
に
係
る
法
第
23条
第
４
項
の
合
格
証
明
書
（
以
下
「
合
格
証
明
書
」
と
い
う
。）
の
交
付
を
受
け
て

い
る
者

　
　
ウ
 　
検
定
規
則
第
４
条
に
規
定
す
る
２
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
２
級

検
定
」
と
い
う
。）
に
係
る
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
警
備
員
で
あ
っ
て
、
当
該
合
格
証
明
書
の
交

付
を
受
け
た
後
、
継
続
し
て
１
年
以
上
当
該
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
者

　
　
エ
 　
検
定
規
則
附
則
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
警
備
員
等
の
検
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
61年
国
家
公
安

委
員
会
規
則
第
５
号
。
以
下
「
旧
検
定
規
則
」
と
い
う
。）
第
１
条
第
２
項
に
規
定
す
る
１
級
の
検
定
（
当
該

警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
旧
１
級
検
定
」
と
い
う
。）
に
合
格
し
た
者

　
　
オ
 　
旧
検
定
規
則
第
１
条
第
２
項
に
規
定
す
る
２
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以

下
「
旧
２
級
検
定
」
と
い
う
。）
に
合
格
し
た
警
備
員
で
あ
っ
て
、
当
該
検
定
に
合
格
し
た
後
、
継
続
し
て
１

年
以
上
当
該
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
者

　
⑵
　
追
加
取
得
講
習

　
　
 　
受
講
申
請
受
付
日
に
お
い
て
、
当
該
警
備
業
務
以
外
の
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
法
第
22条
第
２
項
に
規
定
す

る
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
（
以
下
「
資
格
者
証
」
と
い
う
。）
又
は
、
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
及

び
機
械
警
備
業
務
管
理
者
に
係
る
講
習
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
58年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
２
号
）
第
７
条

に
規
定
す
る
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
修
了
証
明
書
（
以
下
「
修
了
証
明
書
」
と
い
う
。）
の
交
付
を
受
け



（5）　平成30年12月14日　金曜日 第3018号宮　　城　　県　　公　　報
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
前
記
⑴
－
ア
～
オ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

５
　
事
前
申
込
み

　
⑴
　
受
付
専
用
電
話

　
　
 　
宮
城
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
安
全
企
画
課
受
付
専
用
電
話
（
022－

224－
7311）

に
て
事
前
申
込
み
を

受
け
付
け
、
予
約
番
号
を
付
与
す
る
。

　
　
　
な
お
、
電
話
で
の
受
付
は
１
回
に
つ
き
１
人
と
す
る
。

　
⑵
　
受
付
期
間

　
　
 　
平
成
31年
１
月
７
日
（
月
）
か
ら
同
月
11日
（
金
）
ま
で
の
５
日
間
（
１
月
７
日
か
ら
10日
ま
で
は
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

　
　
　
な
お
、
受
付
は
先
着
順
と
し
、
定
員
に
達
し
た
場
合
は
期
間
内
で
あ
っ
て
も
締
め
切
る
。

６
　
受
講
手
続

　
　
事
前
申
込
み
に
よ
り
予
約
番
号
を
取
得
し
た
者
に
対
す
る
受
講
手
続
は
、
次
の
と
お
り
行
う
。

　
⑴
　
受
付
期
間

　
　
 　
平
成
31年
１
月
15日
（
火
）
か
ら
同
月
21日
（
月
）
ま
で
の
土
、
日
曜
日
を
除
く
５
日
間
（
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
）

　
⑵
　
申
込
書
の
提
出
先

　
　
 　
事
前
申
込
み
の
際
に
提
出
先
警
察
署
を
指
定
す
る
の
で
、
申
請
受
付
期
間
内
に
指
定
さ
れ
た
警
察
署
生
活
安
全

課
に
提
出
す
る
こ
と
。

　
　
　
な
お
、
郵
送
及
び
代
理
人
に
よ
る
提
出
は
受
け
付
け
な
い
。

　
⑶
　
提
出
書
類

　
　
ア
　
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
受
講
申
込
書
　
１
通

　
　
イ
　
資
格
者
証
又
は
修
了
証
明
書
の
写
し
　
１
通
（
追
加
取
得
講
習
受
講
者
の
み
）

　
　
ウ
　
受
講
対
象
者
に
該
当
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
書
面
　
１
通

　
　
　
ア
　
前
記
４
－
⑴
－
ア
に
該
当
す
る
者

　
　
　
　
 　
最
近
５
年
間
に
、
当
該
警
備
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
通
算
し
て
３
年
以
上
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
警

備
業
者
の
作
成
に
係
る
警
備
業
務
従
事
証
明
書
（
以
下
「
警
備
業
務
従
事
証
明
書
」
と
い
う
。）
及
び
履
歴

書

　
　
　
イ
　
前
記
４
－
⑴
－
イ
に
該
当
す
る
者

　
　
　
　
　
１
級
検
定
の
合
格
証
明
書
の
写
し

　
　
　
ウ
　
前
記
４
－
⑴
－
ウ
に
該
当
す
る
者

　
　
　
　
 　
２
級
検
定
の
合
格
証
明
書
の
写
し
及
び
当
該
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
後
、
継
続
し
て
１
年
以
上
当

該
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
警
備
業
務
従
事
証
明
書

　
　
　
エ
　
前
記
４
－
⑴
－
エ
に
該
当
す
る
者

　
　
　
　
　
旧
１
級
検
定
の
旧
検
定
規
則
第
８
条
の
合
格
証
の
写
し

　
　
　
オ
　
前
記
４
－
⑴
－
オ
に
該
当
す
る
者

　
　
　
　
 　
旧
２
級
検
定
の
旧
検
定
規
則
第
８
条
の
合
格
証
の
写
し
及
び
当
該
検
定
に
合
格
し
た
後
、
継
続
し
て
１
年

以
上
当
該
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
警
備
業
務
従
事
証
明
書

　
⑷
　
受
講
手
数
料

　
　
 　
公
安
委
員
会
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
12年
宮
城
県
条
例
第
21号
）
第
２
条
第
１
項
の
表
63の
項
に
基
づ
き
、

新
規
取
得
講
習
受
講
者
に
あ
っ
て
は
３
号
警
備
業
務
38,000円

、
４
号
警
備
業
務
34,000円

、
追
加
取
得
講
習
受

講
者
に
あ
っ
て
は
３
号
警
備
業
務
14,000円

、
４
号
警
備
業
務
10,000円

の
額
に
相
当
す
る
宮
城
県
収
入
証
紙
に

よ
り
、
受
講
申
込
時
に
納
付
す
る
こ
と
。

７
　
講
習
の
委
託
先

　
　
仙
台
市
泉
区
天
神
沢
１
丁
目
４
番
11号

　
　
一
般
社
団
法
人
宮
城
県
警
備
業
協
会

８
　
そ
の
他

　
　
講
習
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
　
宮
城
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
安
全
企
画
課

　
　
（
電
話
番
号
022－

221－
7171　

内
線
3054、

3055）


